
1．はじめに
文部科学省は、平成24年から「産業界のニーズに対
応した教育改善・充実体制整備事業」を開始した。千葉
科学大学（以下「本学」）を含む関越地域グループは18
の大学・短期大学で連携し、「産学協働による学生の社
会的・職業的自立を促す教育開発」を取組みテーマとし
て本事業に採択された。本事業は、第一に「地元の企業、
経済団体、地域の団体や自治体等と連携し、取組みを実
施することによる学生の社会的・職業的な自立」、そし
て「産業界のニーズに対応した人材育成プログラムの充

実」、さらに「職業人養成に比重を置く大学の個性化・
特色化（機能別分化）を推進し、教育研究の充実、高度
化を図ること」を目的としている 1。関越地域大学グル
ープでは、上記の取組みテーマをさらに3つのテーマ
（図1）に分け、本学はテーマ2「自律的人材育成のため
のProject-Based Learning（PBL）型インターンシップの
高度化」に属している 2。PBLとは、30年ほど前に北米
カナダで始められた学習形態のことであり、「課題解決
型学習」と和訳されている。すなわち、PBL型インター
ンシップとは、産業界や地域団体等のインターンシップ
受け入れ先にある課題に対して、参加学生が主体的かつ
自主的に解決する方法を思考し、実践するインターンシ
ップである。このテーマ2では受入先の属性にかなった
PBL型インターンシップを実施し、学生が課題発見や
問題解決の能力を養うことを目的としており、企業や地
域自治体等の受入先においても新たな知見や提案を得る
ことができる双方のメリットを期待した取組みである。
上記の目的に従い、本学薬学部ではキャリアセンター
のサポートのもと、これまでのインターンシップを見直
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けた4年次の学生は、本人の意思により1回目（8月19
日～23日）のインターンシップ終了後に2回目（11月5
日～8日）のインターンシップを実施した。1週間で問
題解決を達成することは困難であるが、2回のインター
ンシップを実施した学生の行動は本事業の目的に適う人
材育成の成果と思われる。

2014年度は、インターンシップ受入れ先の新規開拓
を試みた。結果として、味の素ヘルシーサプライ㈱およ
びジェイオーコスメティクス㈱、高級アルコール工業㈱
の3社から許諾が得られ、夏季休暇期間のインターンシ
ップを実現した。一方で、企業主導のインターンシップ
活動が近年活発になっており、就職試験の予備選考とし
てインターンシップを実施する企業が増している。すな
わちエントリー方式のインターンシップであり、学生が
企業側の募集に対し応募する、いわゆる就職活動と同様
のシステムが取られている。それゆえ、大学主導の受入
れ先開拓が困難になってきており、同時にPBLの主旨
に即したインターンシップの実施は限定される。これは、
大学3年次生の時点で企業側のニーズに適った人材育成
を行う必要があることを示唆しており、就職活動時期が
遅くなったにもかかわらず、学生の準備は前倒しになる
傾向がある。

し、受入先開拓とPBL型インターンシップの推進を目
指した。本稿では、2013年度と2014年度の取組みとそ
の成果について報告する。

2．PBL型インターンシップの年間計画
PBL型インターンシップの実施にあたり、本学では
表1に示す年間スケジュールを立て、受入先の開拓を実
施した。大学教員が中心となって受入れ企業を探索し、
電話、電子メール、直接訪問（PBL型インターンシップ
の説明）を介して2013年度は計6社、2014年度も計6
社から同意が得られた。薬学部生命薬科学科に所属する
3、4年次生を対象とし、指導教員との面談のもと受入
れ企業とのマッチングを行った。

3．2013年度、2014年度のPBL型インターンシップ
表2に2013年度、表3に2014年度の学外で実施した

PBL型インターンシップの内容を示す。実際のインタ
ーンシップ時期、期間は学生ごとに異なり、ほとんどの
学生は夏季休暇期間にインターンシップを実施した。㈱
北山ラベス（伊那バイオセンター）に関しては、受入れ
企業の要望（属性）に従い春季休暇中のインターンシッ
プを行った。また、㈱シャネルでインターンシップを受

図1　関越地域大学グループの構成概略図 
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表1　年間スケジュール

表2　 2013年度のPBL型インターンシップ実施内容
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表3　 2014年度のPBL型インターンシップ実施内容
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4．千葉科学大学内でのPBL型インターンシップの実施
早期職業的目的意識の向上を図るため、2年次生のイ
ンターンシップを学内で実施した。「薬学部主催の “千
葉科学大学コスメティックサイエンスシンポジウム（以
下、シンポジウム）”を学生自身が運営することで、化
粧品業界を理解するとともに、実践的な企画・広報活動
を学ぶ」という目標を立て、2年次生複数名のチームで
約半年間取り組んだ。2013年度は4名、2014年度は7
名の学生が自主的に参加した。実施内容を表4に示す。

インターンシップの代表的なスケジュールを図2に示
す。初日は教員が同席し、全体のスケジュール、検討内
容（課題提議）を確認し、安全教育を行った。課題の設
定は企業に一任しており、事前またはインターンシップ
初日に協議した上で決定した。初日午後から実務に移り、
企業担当者の指導の下、課題に取り組んだ。インターン
シップ最終日には学生本人がプレゼンテーションを実施
し、インターンシップ全体を総括した。インターンシッ
プの様子を図3に示す。

図2　 PBL型インターンシップ期間の一般的なスケジュール

12 25

図3　企業研究者との打合せ（左）と化粧品処方実験の様子（右）
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表4　千葉科学大学内でのPBL型インターンシップ実施内容
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期待できる企画を立てた。
2014年度は、「薬学部化粧品科学コースの学習プロ

グラム改善を目的に、学生の視点から魅力的かつ斬新な
取組みを学生自ら企画・運営することで、化粧品や化粧
品業界の理解を深めるとともに、実践的な企画・広報活
動を学ぶ」という目標に改め、学習プログラムを学生自
身が創案できる場としてインターンシップを実施した。
2013年度からの継続的プログラムであるため、2013年
度に実施した内容と先輩からのアドバイスを基に課題点

2013年度は4月と10月に開催された2回のシンポジ
ウムに従事した。4月は広報活動の改善を課題に取り組
んだ。10月のシンポジウムは、4月のシンポジウムの反
省点を踏まえて（表5）、企画から広報活動、さらに学生
自身がシンポジウム全体を運営した。教員のサポートの
下、調査と議論を繰り返し（図4）、本学学生だけでなく
一般市民や高校生が興味を惹くテーマを考案した。また、
千葉科学大学主催のCISフォーラムと共催することを企
画し、広報活動の多角化や集客などの双方に相乗効果を

図4　インターンシップ打合せ風景（2013年度）
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表5　  2013年度の千葉科学大学内PBL型インターンシップで実施したシンポジウム
運営活動に対する課題抽出と対策
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図5　   2014年度の千葉科学大学内PBL型インターンシップで
実施したシンポジウム運営活動に対する課題抽出と対策

― 159 ―

自律的人材育成のための PBL型インターンシップ：2013，2014年度の千葉科学大学薬学部における実施報告



5．3　学生の評価
インターンシップを実施した後の学生の感想を以下に
列記する。PBL型インターンシップで期待された体験
談が述べられており、短期間に集中して課題を解決しよ
うとする意思が垣間見える。また、課題だけでなく、企
業人と交流し、実際の仕事を観察したことによって、大
学での学びや学業に対する姿勢、さらに就職活動までに
実行すべき事柄、目指すべき社会人が明確になったよう
に思われる。
・  処方調整が思うように上手くいかず、化粧品づくりの
大変さ・ 難しさを身を持って体験できた。

・ どのように研究を進めればいいのかを学ぶことができた。
・ クライアントの要望に沿うという普段意識したことの
ないテーマもあったので実験結果とその要望を照らし
合わせて行くということが難しかった。
・ 社員の方々の研究に対する姿勢や先を見通した実験計
画しているのを見ていて、自分に足りないところや学
ぶべきことが多く見つかった。
・ 研究や結果に対しての向き合い方を改めることと、

を見出し（図5）、2014年度の目標および実施内容・計
画を立案した。2013年度と同様に学生同士で議論を重
ね（図6）、シンポジウムの企画・広報・運営の実施に加
え、新たに「化粧品関連企業の工場見学」と「3年次生の
講義 “企業情報特論（就職ガイダンス）”の改善提案」を
取り入れた（表4、図7）。シンポジウムは、高校生の参
加を促すことを趣旨とし、従来の講演に加えて、毛髪や
皮膚の実験を行う体験型シンポジウムを考案した。

5．PBL型インターンシップの成果発表と評価
5．1　 PBL型インターンシップ発表会と外部評価委員会
表1に示すように、11月にPBL型インターンシップ
発表会（図8）、3月に外部評価委員会が開催された。発
表会では参加学生が各々の取組み内容を発表し、外部評
価委員（ハローワーク銚子所長・銚子商工会議所　宮内
会頭、銚子インターネット（株）　小川戸社長、公益財
団法人日本生産性本部　夏目就業力センター長）から講
評を受けた。3月の外部評価委員会では、本学のPBL型
インターンシップ委員から実施内容の総括を報告し、外
部評価委員から取組みに対する評価および意見を頂いた。

5．2　 CISフォーラムと関越地域大学グループシンポ
ジウム（図9）
本学主催CISフォーラム（2013年10月19日、2014年

10月25日）の産学官連携活動紹介の中で、PBL型イン
ターンシップの活動内容が紹介された。全体概況に加え、
数名の学生が体験内容をQ&A形式で報告した。また、
ポスターセッションで一部のPBL型インターンシップ
の成果報告が行われた。
さらに、関越地域大学グループで開催したシンポジウ
ム（ステーションコンファレンス東京、2014年2月18
日）において、薬学部4年次生の学生が本学の代表とし
て取組み事例を発表した。
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図6　インターンシップ打合せ風景（2014年度）子（右）
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図7　ファンケル美健（株）工場見学
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図8　 PBL型インターンシップ発表会の風景（2013年度）
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・ 思ったより企画や広報活動を計画的に行うことは難し
かった。来客者のニーズを考えてシンポジウムを企画
しなければならないことを学んだ。

5．4　企業へのアンケート
インターンシップを実施した企業に対し、産業界ニー
ズに関するアンケート調査を実施した。インターンシッ
プに関する設問を表6に示す。回答が得られた企業は3
社のみであるが、企業側のインターンシップ参画の目
的・意図として、「会社名の認知を広め採用応募を増や
したい」、「会社を理解してもらいたい」、「早期に優秀な

様々な論文などを読んで知識を身につけることがとて
も大切だと強く思った。
・ 一日の実験の計画をしっかり立ててから実験を行うこ
とで時間を効率的に使うことが出来ると感じた。
・ その日に出た結果はその日のうちにまとめて考察する
ことで、次の日に実験をどのように行うかなども考え
る事が出来ると思った。
・ 研究職以外にも化粧品会社に面白みを持った仕事があ
ることを知り、就職活動の幅が広がった。
・ 実験を行うのはとても時間がかかることを、身をもっ
て体感した。
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図9.　  CISフォーラム（左）と関越地域大学グループシンポジウム（右）での学
生発表（2013年度）
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表6　産業界ニーズに関するアンケート（インターンシップに関する内容を抜粋）
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学生に出会いたい」、「学生の就職を応援したい」といっ
た回答が得られており、インターンシップを介して企業
の望む人材を確保したい意見が多数挙げられた。
一方、インターンシップ受入れ時の想定される課題や
問題点として、第一に「受入れ部署や指導担当者の確保
が難しい」ことが挙げられており、今後のインターンシ
ップ教育を継続するにあたり、企業との交流深化および
計画的な実施計画（受入れ期間、時期、人数など）を策
定する必要があると思われる。

6．おわりに
本稿では、2年間のPBL型インターンシップの実施内
容および成果について述べてきたが、一連の取組みから
学生の職業的意識の向上のみならず、大学の教育体制に
発展性が見られた。本学が属する事業グループ2では、
現在、インターンシップを介した学生の成長を客観的に
評価する方法の構築を目指しているが、それ以上に適切
な評価者や発表会を設けることで、随所に学生の意識改
革が生まれていることを実感できた。また、年々本学の
インターンシップ希望者数、実施者数が増加しているこ
とは、本事業を通じて大学全体にインターンシップの重
要性が認識されてきた “表れ ”として捉えることができ
るかもしれない。今後も課題解決型のインターンシップ
を継続することによって、産業界が真に求める人材を育
成できる教育施設に進化できることを期待する。
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For “renovation project on improvement of education and educational system responsible for the 
needs from industry”, we report our trials implemented in Faculty of Pharmacy, Chiba Institute of 
Science, in 2013 and 2014. Our university undertook the task “upgrading of PBL internship to cul-
tivate autonomous human resourse” to make systematic and continuous improvements of the pre-
sent educational system. Many companies helped our students to perform the PBL internships, 
and most students were supposed to be growing after their experiences, for example, they made 
excellent presentations concerning their internships including attitude and reaction. In addition, 
our present approaches would have spillover effects on the positive consciousness of the intern-
ship for the younger students and development of the internship-acceptable companies.
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